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に加筆をした第２弾となります。



はじめに

世界保健機関（WHO）のテドロス・アダノム・ゲブレイエスス事務局長は３月１１日、
新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の流行を「パンデミックとみなせる」と発表
し、世界に大きな影響を与えています。

・脅威が見えない

・他者との関わりの中で発生する

・地域が限定されず世界規模で広がっている

・収束の時期が見えない

など、地震や台風といった自然災害とは次元の異なるインパクトを経済・社会的に与
えています。また、今回のパンデミックが収まったとしても、第二波・第三波が押し寄
せる可能性も指摘されています。

従来よりVUCAの時代※と言われ、レジリエンスやダイバーシティの重要性が説かれて
きましたが、今こそまさにその対応力が問われる時です。本レポートではこのような現
状および今後の外部環境に対する予測を踏まえ、組織・人事の観点から経営上、重要に
なるキーワードを紹介します。この世界史的な混乱を乗り越える参考にしていただけれ
ば幸いです。

※Volatility（変動性）・Uncertainty（不確実性）・Complexity（複雑性）・Ambiguity（曖昧性）
それぞれの単語の頭文字をとったものであり、企業と個人にとって変化が大きく、予測不可能な現代
の環境を表している
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目次

Ⅰ. ポスト・コロナの影響予測～これから起こる事～

-本レポートのアプローチ方法

-サマリー

-概要（組織に関して）

-新型コロナウィルス感染症による影響予測（ひとつのシナリオ）

Ⅱ. 押さえておくべき組織・人事のキーワード

Ⅲ. 展望～未来を拓くために必要なもの～
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①リモートワーク
②スプリットチーム制
③オンライン学習
④雇用調整施策
⑤オンボーディング

⑥研修の内製化促進
⑦コア・ノンコア人材の区分明確化
⑧人事制度・評価・育成
⑨多様性のマネジメント
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・マクロ環境を網羅的に見ていくためのフレームワークであるPEST分析をもとに、
新型コロナウィルス感染症とその周辺事象が外部環境・組織・ 個人に与えうる影
響を検討をした。

・時間軸としては、本レポートリリース時点で「既に発生したこと」 「今後１年
程度の短期」「中・長期」の３つに分けて検討をした。

・外部環境・組織については2009年に発生した新型インフルエンザ（A/H1N1）の
際に厚生労働省が出したガイドラインを参考にした。

・本レポートでは第２弾として以下を追加した。

p.5 「自律・分散」のグループ＆グローバル経営と人材マネジメント

p.7 国別・新型コロナ対策モデル比較

p.8 国別・新型コロナ対策における個人情報の利用状況

p.9 国別・駐在員の退避状況

p.17 リモートワーク・自己チェック１０のポイント

p.19 製造現場における感染予防・７つの対策

p.21 研修実施方法別・コロナ対策比較

p.22 オンライン型（ライブ型）研修・進行＆参加ガイドライン

p.28 オンライン・オンボーディング

＜コロナ対策専用ぺージ 随時アップデート＞

https://globalhr.hatenablog.com/

本レポートのアプローチ方法
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サマリー①
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「自律・分散」のグループ＆グローバル経営と人材マネジメント

ポスト・コロナ時代においては集合よりも分散が求められ、分散においてはそ
れぞれの自律が求められることになる。これはグループ＆グローバル経営のみな
らず、個別の人材・タレントマネジメントにおいても同様である。

自律・分散型の経営・人材マネジメントでは時間軸別に以下３つの視点から
対応していくことが求められる。

■短期：BCP(事業継続計画）としての働き方のダイバーシティ促進

■中期：守りと攻めを同時に実現する組織変革

■長期：次世代経営者育成の機会

自律・分散
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サマリー②
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短期：BCP(事業継続計画）としての働き方のダイバーシティ促進
時差出勤・リモートワークによる在宅勤務等、多様な働き方は従来の「働きや

すさ」という範疇を超え「ダメージコントロール・事業継続」という観点から全
社員を対象としたものとなり、かつ加速する。ダイバーシティー推進をBCPを実
現する手段としてとらえ直す早急の対応必要性が出てくる。

中期：守りと攻めを同時に実現する組織変革
各種構造改革に着手をする必要がでてくると思われるが、単なる経費削減にと

どまらない、新たな環境における競争力創造の観点から対応していく必要がある。
このプロセスの中で中核的な人材（コア人材）とその他（ノンコア人材）の一層
の選別が進む。

長期：次世代経営者育成の機会
経営者育成において求められる要素は多々あるが、共通するものとしては修羅

場体験であろう。その意味で、将来から現在を振り返った時、今はまさに次世代
経営者の揺籃期といえる。グローバルかつ急激な環境変化を認識し、他者を巻き
込みながら自らが主体的に動く経営人材の輩出機会という状況にあることを現在
の経営者および人事は意識をし、人材の可視化・任用を行うべきである。
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国別・新型コロナ対策モデル比較
※代表的なモデルであり、今後は併用型が増加していくと思われる
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主な対応モデル 都市封鎖型 感染者追跡型 ローラー検査型 予防型 クラスター対応型
代表的な採用国 中国 シンガポール 韓国 台湾 日本

モデルの特徴

外出を禁止。違反者
には罰則が科される
場合あり。在宅勤務
が不可能な職種（医
療従事者など）に限
り出勤。

スマホアプリで感染
経路を徹底追跡、濃
厚接触者を早期発見
して隔離する。

迅速かつ広範囲にわ
たってPCR検査を行
う。病院・診療所・
ドライブスルー・
ウォーキングスルー
検査。

早い段階から対応。
昨年12/31に武漢か
らの旅客に検疫を開
始、今年2/6（日本
より約1か月早い）
には中国人の台湾入
境を禁止。1/24にマ
スクの輸出を禁止。

クラスター（集団）
発生を捉え、早期対
策により今後の感染
拡大を遅らせる。濃
厚接触者の特定や外
出自粛、関連施設の
休業やイベント自粛
の要請を行う。

メリット

感染の勢いを減速させ、
新規感染者の減少に効
果が期待できる。

対人の聞き取りより正
確で漏れなく感染経路
を辿れる。個人情報は
暗号化されるためプラ
イバシーも保護される。
大規模な設備も不要で
低コストで実現可能。

ドライブスルー検査・
ウォーキングスルー検
査は、医療従事者や他
の被験者への2次感染を
防ぎながらの検査を可
能にする。

自国民の安全を第一優
先にした措置で感染拡
大を抑え込むのに成功。
また、早めの対応に
よって物資不足や休校
時に起こりうる社会的
な混乱も防いでいる。

ロックダウンをせずに
感染拡大対策ができる。
当面の間今まで通りの
生活を送ることができ、
企業活動も続けられる
ため、需要と雇用が守
られる。

デメリット

行動を制限される市民
の精神的疲労。企業活
動が停止することによ
る、経済状況の悪化。
都市封鎖を緩和した際
に感染者が再び増加す
る可能性。

アプリのインストール
は自らの意思で行うた
め、アプリ普及が進ま
ない可能性。感染経路
を辿れないケースが急
増、アプリによる追
跡・隔離の限界も。

日本政府がローラー検
査型に反対する理由
1)PCR検査の精度が高
くない
2)被験者による集団感
染が起きる恐れ
3) 大量の感染者が確認
されて医療崩壊が起き
る可能性

コロナ対応の初動は奏
功したが、中国以外の
海外ルートによる感染
者が増えてきている。
これによりデマの拡散
や買い占めなどが目立
つようになってきた。

感染経路不明の感染者
が増加、クラスター対
応の限界が見え始める。
個別のクラスター対応
に集中して市中感染を
見逃してしまう可能性。

モデルの他国へ
の普及可能性

違反者に対する過激な
制裁で人権侵害を批判
されている国もある
（インド、マレーシア、
エジプトなど）。

プライバシー侵害や権
利侵害が少ないことか
ら他国でも導入される
可能性。

約1万6000件/日のペー
スで検査を行う検査体
制は、現在深刻な状況
にあるNY州の目標にも
なっている。ドイツ・
イギリスなどでも検査
体制を強化する動き。

台湾は中国対応やSARS
時の教訓をいかして初
動を迅速に行えたが、
他国での再現性は低い
可能性。

クラスター対策の目標
点は人々の行動変容で
あるが、生活習慣や国
民性によっては行動変
容は難しい可能性。
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本レポートは、株式会社グローバル人材戦略研究所が作成をしたもの
です。当社は、本レポートをリリースするにあたって、その内容等には
細心の注意を払っておりますが、示された内容はあくまでもひとつのシ
ナリオであり、その内容の正確性・最新性・安全性について保証するも
のではなく、何らの責任を負うものではありません。本レポートをご利
用の際に生じたトラブルにつきましては、当社では何ら責任を負いませ
んのでご了承ください。

また、本レポートの詳細に関してはメール・電話・Web会議システム
等で対応しておりますのでお気軽にお問い合わせください。

株式会社グローバル人材戦略研究所

〒106-0031 東京都港区西麻布1-14-5 永都ビル西麻布

Tel：03-3403-0528

Mail：info@ja-sol.jp

感想・ご意見をお聞かせください


